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ア ンデス 山脈領域 に おける重力波に伴 う 3次元残差流の研究

木 ド武也 ・佐藤薫 （東大院理 ）
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こ こ で　は月平均 を表 し、V
（a ）

は非地衡風で ある。

図 1 に 1 年 目 7 月 にお ける （a）3 次元残 差流の
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比較す る と、3 次元残差流 と波活 動度 fluxの 収

束発散 の 分布 は 0．5hPa 付近 を除い て ほぼ
一

致

1． は じめ に

　 大気重 力波 は 中層大気 大循環 の 駆 動 に 重要

な 役 割 を 担 っ て お り 、 変 形 オ イ ラ ー平 均

（TEM ）系の残 差流や波活動度 fluxを用い て 広

く解析が行 われ て きた。 しか し TEM 系で は、

東西 平均 を用 い るた め 経 度方 向 の 解析 を行 え

ない 問題が ある。ま た Sato　et　al．（2009 ）で は

重力波解像 GCM を用い て 中間圏に伝播す る重

力波の 起源 が
一

様 で はな く、南半球冬季で は特

にア ン デ ス 山脈 、南極 半島及び対流圏ジ ェ ッ ト

が強 い 重 力波発 生源で あ る こ と を示 し て い る 。

　 そ こ で 本発表 で は、慣性 重力波及 び ロ ス ビー

波に適用可能 な新 たに導 出 した Stokes　driftと
波活動度 且ux の 式 （2011 年春季大会で発 表済）

をア ン デ ス 山脈領域に適用 し 、 重力波に伴 う南

北方 向の 残差流 を解析 した結果 を報告する。ま

た 、
こ の 残差流 の 成因に つ い て 議論す る。　　　 管

2． 使用デー
タの 概要　　　　　　　　　　　　ま：

　　本研 究で は 重力波 を陽に表 現 可 能な T213
L256 の 高解像度 GCM （CCSRINIES ！FRCGC 　 ；l

GCM ： KANTO プ ロ ジ ェ ク ト）デー
タ を使用　 1器

した e 背景場は 月平均デー
タ を用い る。重力波　麗

は水平波数 22 以上 の 擾乱 と し、ア ン デス 山脈

領域の 重力波エ ネル ギー
が 大きい 7A を解析対 　讐

象 とした 。 また山岳波 に対する流れ が非定常で 　：：

あ り 、 山岳波も非定常成分 として取 り出せ ると

仮定する 。

・， ア ンデス 山脈領域の 3次元腱 流 　 盞
　擾乱 に伴 う3次元残 差流の 南北成分 と波活動 　翻

度 fiuxは 、 以下で 表され る 。
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　し、近似的 に以 ドが成立す る こ とが わか る。
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（1）一（4）の 式 は 全て 球 面座標 を用 い て 解析 した。

1hPa よ り上層で は 0．2〜0．05hPa に か け赤道向

き の 大 きな残差流が存在 し、（b）と（c）を比較す

　る と重力波以外 が寄与す るこ とが わか る。また 、

　こ の 領域 に お け る重力 波 に伴 う残 差流 は南極

向きで ある 。
こ れ は東西平均 した中間 圏の 夏極

か ら冬極 に 見 られ る子 午面循 環 の
一

部 と考 え

　られ る。さらに （a ）と（c）を比 較す る とア ン デ ス

山脈領 域に お い て 、1hPa よ り ド層で は 山脈の

西側 で 南極向 き、東側で 赤道 向 きの 弱い 残 差流

が見 られ る、こ れはア ン デス 山脈起源 の 山岳波

が 間欠的に存在 し、時間変化 と して捕 え られ た

もの で あ り、2 節 の 仮定 は ほ ぼ妥当で ある。
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図 1 ： 7 ガ 30−35S に お け

る 経 度高 度 断 面 図 ，（a） 3

次 元 残 差 流 の 南 北成分，
（b） 二

離計 （・）水 平波

数 22 以 上 の
一
篶1〕

．等

値 線 （射 影 ）間隔 は 0．3

（・0．3）m 〆s，0．6 （
−0，6）m ！s

，
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4． ア ン デス 山脈起源の 山岳波の性質

　次 に、ア ン デス 山脈 上空の 山 岳波 の 波活動度

fluxの 東 西、南北 、鉛 直成分に お け る収束発 散

の 寄 与を調 べ た結果 、 0．5hPa よ り上層で は 、

ρ♂（Fl　l）x 特 に （u
’2
）x

、下層 で は ρ♂（F，，）、 特

に ρδ
1

（〃∀ ）、

が卓越す るこ とが わか っ た 。 特 に

卓越す る成分 は 山岳波 に対す る方程 式系を用

い た波活動度 flux の 計算結果 と
一一

致する、以 h
の 結果か ら 0．5hPa よ り上層 で は 重力波が砕 波

し擬運動量 を背景場に与 えて い る の に 対 し 、 下

層で は重力波の 運動 エ ネル ギー
の 空間分布が

ほ とん ど変化 しな い た めで あ る と考え られ る。
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